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当社の75年史の編纂が正式に決定したのは、創立70周年を迎えた2016（平
成28）年11月のことでした。5年後の社史刊行を目指した航海は、目的地も海
図も確かならず、手探りのなか、まさに前途茫洋たる海にそろりと船を出した
のでありました。
まずは、編纂方針、構成内容、スケジュール、予算など基本的な事項を決定
し、2017年4月からは総務部に専任者1名を配属し体制を整えました。
当社は『50年史』を刊行しておりますので、初めに50年史部分をより理解し
やすく再編集する作業と、その後の25年間の資料の収集・整理等の作業から
取りかかりました。作業開始にあたり、50年史部分では何を残してどのように
読みやすく再編集するか、25年史部分では思うように資料が集まらない、見つ
からないと、資料を整理して社史として紡いでいくことの難しさを痛感し、編
纂作業は難航しました。
各部から選任された協力員も日常業務との兼務でなかなか思うように活動で
きず、時間だけが過ぎていく状況となりました。そこで各部ごとの部門史を作
成し、社史編纂の元資料とすることで編纂作業が目に見えて進展していき、専
任者が2名体制となったこともその動きを加速させていくことができました。
そのうちに、ずいぶん先だと思っていた刊行時期もどんどん目の前に迫り、終
盤はコロナ禍におそわれ、最後は時間との闘いとなったのも事実です。
そうしていま、完成なった「75年史」をみると、まさに感無量です。
近年、企業活動におけるサステナビリティという言葉を耳にします。また企
業はもともとゴーイングコンサーン（継続企業の前提）と言われています。あら
ためて今、社史を振り返ってみますと、先人たちが、この言葉のとおり、当社
の永続、継続的発展に強く思いをよせ、それぞれの時代に苦闘を重ね、その結
果として、現在の当社があることに深く思い至ります。「75年史」により、こ
の思いが現役・将来の世代に継承されれば、小職の望外とするところです。
社史の編纂には多くの方々のご協力をいただきました。当初よりご尽力いた
だいたユークリッドプロジェクトの鯖戸雅行代表、ライターの内田高洋氏、大
日本印刷株式会社の皆さま、資料、写真等をご提供いただいた関係者の皆さ
ま、インタビュー、資料提供等でご協力いただき、また編纂に貴重なアドバイ
スをいただいたOB、協力員、社員の皆さんに、この場をお借りして心からの
感謝を申し上げます。

　2022年3月
 総務部長　松井克浩
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